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１．小序

2018（平成30）年より、学科75周年・学科校友会70周年記念事業の一環として、学科な

らびに学科校友会の共同作業で「食ビ歴史ミュージアムプロジェクト」を進めてきた。以

下では、プロジェクトの経過を述べたのち、その成果である展示パネルを掲載する。

２．現状把握と計画検討

これまで周年祝典での学科校友会から学科への寄贈品は、学内行事で末永く活用される

のが望まれることから、学科校友会40周年では学科旗、50周年では応援旗、60周年では学

科旗が贈られてきた。いずれも学部スポーツフェスタや学科球技大会、オープンキャンパ

ス等で活用されてきた。機会ごとに活用されてきてはいるが、行事以外では保管される運

命にあり、なかなか日の目を見ることが少なかった。このため、どのような寄贈品がよい

かを検討する必要に迫られたのである。

そこで、学科の取り組み現況とニーズを分析すると、主に次の三点が明らかになった。

第一に、学科では2018年度から学生自治組織であるゼミ連絡委員会（通称ゼミ連）が

「食品ビジネス学科FD委員会」として改組され、学科校友会との新たなコミュニケーショ

ンを踏まえた新展開が期待されてきたこと。第二に、１万人の学科卒業生を輩出し、

OB・OGの多くが食品業界を中心に活躍しているにもかかわらず、残念ながら多くの受験

生・学生が歴史の浅い学科との認識を持っていること。第三に、そのことから、むしろ長

い歴史と実績を学科の「強み」と捉え、競合他大学や相次ぐ新設他大学との差別化に寄与

できるものをつくれないかということであった。

他方、学科校友会では、2015（平成27）年度より、事務局の作業効率化などを図るため

デジタル化を推進（低返信率郵送物への対応としてメーリングリスト・Facebookの新

設・HPの刷新等）するとともに、役員会を中心に学科広報・就職支援を継続していく組

織運営、今後の受験生ニーズを見据えたスチューデントアシスタント：SA（現サポート

スチューデント：SS）や国際化支援の検討等、他学科・他分会をリードする取り組みを

模索してきた。学科75周年・学科校友会70周年記念式典では、“食ビプライド”を体現・

再確認するべく、従来なかった300名（Wonderful NAKAMA300）の来場を目標に掲げ準

備を続けていた。
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３．組織化と統合

以上から、次の三つの点を寄贈品に求められる条件として位置づけ、学科校友会から学

科の科内会議（2018年３月20日）において提起した企画案が了承された。

条件の一つ目が「日の目を見る」寄贈品であること、二つ目が長い歴史と実績を踏まえ

た競合他大学・新設他大学との差別化や受験生・学生とのコミュニケーションが要請され

ていること、三つ目が学生ならびにOB・OGの“食ビプライド”の醸成と受験生へのPR

が可能なものであることである。この三条件を満たすものとして「食ビ歴史ミュージアム

（仮）」の寄贈が認められた。そして、長らく未活用であった本館10階の統計資料室側の廊

下壁面（写真１）を展示場所として、農業経済学科から食品経済学科、食品ビジネス学科

までの歴史と今後の教学実績を追加できる「写真付の歴史パネル」を製作することとなっ

たのである。しかし、壁に長期間固定するには制約があることから、統計資料室の未使用

扉及び使用中止のパイプスペース扉を活用することとした。

歴史パネルの目的と役割は、企画提案書によれば次のとおりである。

「食ビ歴史ミュージアムは、本学科が75年以上の歴史をもち、学科卒業生が約１万人お

り、この分野の大学のフロントランナーとしてつねにイノベーティブに前進し、食品ビジ

ネスを中心に社会で活躍する多くのOB・OGを輩出していることなどが、廊下を歩くだけ

で分かる展示コーナーである。オープンキャンパスでの展示だけではなく、普段も在学生

や食品企業等来訪者が歩くときに目にすることになるため、学科理念である『食で人を幸

せにしたい』を再認識するとともに、食ビプライドの涵養等にも寄与することができる。」

プロジェクト委員会には、学科から片上敏喜専任講師（フードツーリズム論研究室）、

清水友里専任講師（食品調理学研究室）が、学科校友会事務局から大石敦志教授（当時事

務局長・食品産業論研究室）、高橋巌教授（現事務局長・地域経済論研究室）、佐藤奨平専

任講師（事務局員・食品企業組織論研究室）がメンバーとして参画した。それから、ミー

ティングでは大学博物館・資料館での大学史

の展示事例をもとに専門業者を交えて検討し

た。明るい白地を基調としたパネルとするこ

とや、時代ごとの特色的な写真を掲載するだ

けではなく、瓦版のように当時の学生生活を

伝えるエピソードを盛り込むことなどが決ま

った。

当初は、「草創期」、「成長発展期」などと

画期区分を施しての叙述展開を考えていたが、 写真１　閑散としていた本館10階廊下
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それについては一定の時間をかけて、カリキュラムならびに研究室の変遷を踏まえた学科

組織経営史の分析が必要になること、パネルの紙幅に10枚との制限があることなどから、

他日を期すこととなった。こうした事情から、今回は画期区分を行わず、農業経済学科か

ら食品経済学科、食品ビジネス学科に至るまでの歴史を、順を追って年表化する作業を行

うこととした。そのかわり、最初に年表全体を貫く視座として、学科の研究・教育イノベ

ーション発展史を意識した解説文を執筆した。海外からの訪問研究者や留学生に向けて英

訳も付けた。

４．成果と課題

最終的に、学科教職員ならびに学科主任宮部和幸教授の最終確認を経て、2021（令和３）

年７月に完成をみた。長い時間を要したのは、この間新型コロナの影響で作業が停滞した

ことなどもあるが、なによりも写真の収集や正確な史実の確認が必要であったからである。

高橋巌先生の協力を得ながら、東京校舎時代からの本学科を知る伊豫軍記先生（協同組合

研究室のち食品流通研究室）、安村碩之先生（国民生活研究室のち食生活経済論研究室）、

下渡敏治先生（食品資源研究室のち国際フードシステム研究室）、齋藤武至先生（経営学

研究室のち食品企業分析論研究室）、木島実先生（会計学研究室・食品産業広告論研究室

のちマーケティング研究室）には、特に農経・食経時代の出来事に関連して、底本によっ

て年が違っているなどの不明点について適宜確認させていただいた。木島先生からは第１

回食品ビジネス特別講義（日清食品株式会社）当時の写真と同社社内報を、大石先生には

食経時代（湘南校舎移転後）の経済調査実習の写真を、宮部和幸教授（農村資源開発論研

究室）にはフィールドリサーチの写真を、川手督也教授（産業社会学研究室）には海外フ

ードシステム現地研修の写真を、高橋巌教授（地域経済論研究室）には食ビに改称後立ち

上げられた食料生産実習（初年度）の写真を、谷米温子准教授（フードコーディネート研

究室）には同じく調理学実習（初年度）とフードコーディネート実習の写真を、それぞれ

ご提供いただいた。また、学科校友会藤井正気副会長からも、当時の事情等についてアド

バイスをいただいた。完成パネルの設置に際しては、学科事務室の塙和泉実習助手、井上

由紀子元臨時職員の温かいご助力を賜った。感謝申し上げます。

編集に携わる筆者としては経営史学の手法をもとに、底本である学科史・学部史等を用

いた対比分析を試みつつ、企業ミュージアムやアーカイブズ学からも参考にするべく、企

業史料協議会ビジネスアーキビスト研修の基礎コースならびに応用コースの全課程に参加

する機会を得た（2020年12月課程修了）。近年の企業ミュージアムでは、経営史学者が監

修・参画するのみならず、企業のコーポレートコミュニケーション部やCSR推進グループ
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等の担当者がビジネスアーキビストとして

の技法を修得し、新製品・新サービス開発

や営業・マーケティングに応用するほか、

過去の製品現物・プロモーション資料等の

展示の際に、専用の照明を用いて落ち着い

た空間を演出したり、通路等の見学コース

で映像コンテンツをスクリーン上映したりす

るなどを通して、ステークホルダーに対して

組織の持続可能な価値を発信している。近年の大学博物館・資料館でも、これと同様の取

り組みが行われてきている。

本プロジェクトの成果としては、第一段階として歴史パネルの完成をみた。上記のよう

な照明やスクリーンを用いた演出等については、今後の第二段階以降に取り組んでいく課

題となる。なお歴史パネルはいつでも取り外し可能なものであるため、追加補充や特別展

示も可能である（写真２）。これからは、在学生や卒業生・食品企業等の来訪者向けとし

てだけではなく、オープンキャンパスや新入生研修会での見学コースとしても活用される

ことになるであろう。「現在と過去・未来の対話」（Carr, E.H.）を続けながら、本学科のさ

らなる躍進と繁栄に向けて努力してゆきたい。
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（文責：佐藤奨平）

写真２　寄贈・設置された歴史パネル
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